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1.は じめに

湯ケ峰断層は,阿寺断層系を構成する北西～南東走向,長さ約 10 km の活断層である

(佃ほか,1993)(Fig.1).本断層は下呂断層や小和知断層と共に,阿寺断層系中北部を構

成する活断層の一つであり,河川や尾根の系統的屈曲から左横ずれ変位が認められる.一

方,阿寺断層系の主な垂直変位方向とは反対の南西側隆起を示す こと,断層線のほぼ中央

に湯ケ峰流紋岩 (0.ト0.12Ma)が分布することなど,同断層系でも特異な断層である.

湯ケ峰断層の古地震活動に関する研究は,岡田ほか (1987)が,三ツ石地区での調査か ら

約 7千年前以降 4回の断層活動を推定 し,最新活動を約 1120yr.B.P.以降としている.また

岡田ほか (1987)が報告 した調査地点の近傍で実施された トレンチ調査では,L2段丘構成

層 と上位の沖積層を変位させる断層が,L2段丘形成以降少な くとも 2回の活動を示 して

おり,最新活動は約 1000年前 (980yr.B.Pリ1020yr.B.P.)以降とされる(佃ほか,1993).

しか しながら,湯ケ峰断層の活動周期や活動時期は,個々の活動時期の推定誤差範囲が

大きく不明確である.また阿寺断層系の他の断層活動 と正確に対比することも難 しい.

これを解決するために本研究では,岐阜県下呂町大林において トレンチ調査と地震イベ

ン トに関わる地層の 14C年代測定を実施 し,湯ケ峰断層の最新活動を含めた古地震活動時

期の高精度での解明をめざした.

2.調査研究方法

本研究では阿寺断層系湯ケ峰断層において トレンチ掘削調査を実施 した.調査地の選定

にあたっては,最新活動時期の高精度な認定を可能 とするために,人為改変がほとんど及

ばず自然堆積 した地層が残存する山地内の小凹地を掘削地点として選定 した.調査では重

機を用いて断層に直交する長さ約 12m,幅約 4m,法面角約 60 0 - 70 0 の調査溝を掘削

した.掘削 した調査溝の両側壁面を整形 し,断層や地層の変形構造をスケッチ した後,也

層と断層の関係か らイベン ト解釈を行った.また各層準か ら年代測定試料を採取 した.試

料は実験室に持ち帰 り超音波洗浄機で水洗 した後,醍-アルカリー酸処理を施 した.これ

をバイコール管に CuO とともに真空封入 し,900℃で加熟した.発生した気体を真空ライン

中で精製し,得られたC02から,Kitagawa eta/.(1993)の水素還元法により,グラファイトターゲ

ットを作成した.ターゲットの14C濃度を名古屋大学タンデトロン加速器質量分析計2号機によって

測定した.測定結果からLibbyの半減期5568年を用いて14C年代を算出し,さらに CALIB4.3

(http://depts.washington.edu/qil/)を用いて暦年補正 したものを Tablelに示 した.
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3.調査地点の地形と トレンチ壁面の層序

調査地点は笹平沢左岸の Ll段丘面を湯ケ峰断層が横切る地点であ り(Fig.2),分岐 した

断層の間に小凹地を形成する.南西側の断層に沿って pressureridgeや低崖が連続 し,この

低崖を横切る トレンチを掘削 した. トレンチでは北東傾斜の明瞭な正断層 (Fl,F2)が認め

られ,隆起側には破砕 した濃飛流紋岩 (基盤岩)(7)とLl構成磯層 (6層)が分布する(Fig.3).

一方,低下側基底には巨磯 を含む褐色崖錐性堆積物 (4,5層)が分布 し,これを覆 って磯

混 じり黒色腐植土層 (1 - 3層)が分布する.このうち 2b層より下位の地層は,いずれも

断層近傍で南西側へ向かって増傾斜する.

4.湯 ケ峰断層の活動時期

個々の地震発生年代について以下に示す.地震イベン トを挟む地層の補正後の14C年代

は,たとえprobabilityが低くても,イベントの下限には最も古い年代値を,イベントの上限には最

も新しい年代値を採用した.

*Eventl最新活動 :916± 28yr.B.P.～ 2871±29yr.B.P.

(A.D.1161- B.C.1125)(789cal.B.P.- 3074cal.B.P.)

緩やかに傾斜する 2d層を 2a層が フラッ トに覆 う傾斜不整合が認め られることか ら,

Eventlの発生時期は 2d層 (2871± 29yr.B.P.)堆積後,2a層 (916± 28yr.B.P.)堆積以前である.

*Event2:2564± 30yr･B･P･～ 4382± 32yr･B･P･

(B.C.601- B.C.3019)(2550cal.B.P.～ 4968cal.B.P.)

断層 F2は 3a層の基底を変位 させ,崖錐 W に覆われることか ら,Event2は 3a層堆積中

と考えられる.また断層 Fl近傍のオープンクラックの形成も同時と考えられることか ら

Fl断層も活動 した可能性が高 い.崖錐 W を覆 う3a層上部 (2564± 30yr.B.P.)が Event2の上

限年代であり,F2の変位を受ける 3b層 (4382±32yr.B.P.)が下限となる.ただ し,上位の 2d

層 と年代が逆転 していることか ら,他のサ ンプルを用いた年代の再測定が必要である.

*Events:9124± 37yr.B.P.～ Ll面 (20-So丈a)形成以降に少な くとも 1回

(B.C.8269- )(10218cal.B.P.～)

3b層を堆積 させるために,3b層堆積以前に堰き止め状の崖地形を形成 した活動が少な

くとも 1回存在する.発生年代の下限は最終氷期極相期 (20-30ka)の Ll段丘堆積層 (6層)

であることか ら,Event3の発生時期は 6層堆積以降,3a層堆積 (9124± 37yr.B.P.)以前であ

る.

*その他のイベン ト

隆起側の破砕帯が断層運動による急激な隆起に伴って崩落 し,形成される破砕プリズム

の存在か ら,4層堆積中と 6b層堆積中にイベン トを読むことができる. しか し,これ ら

のイベン ト発生年代は決定できていない.

5.おわりに

14C 年代の測定によって,湯 ケ峰断層大林地区における古地震活動時期を高精度で明 ら

かにすることができた.今後,湯ケ峰断層三ツ石地区との活動時期の対比や,断層系全体

での活動時期の比較について,稿を改めて議論 していく.また Event2に関係する年代の

逆転を解消するために,さらに別サ ンプルの追加測定も実施する必要がある.
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TheYugaminefault,10kminlengthisinthenorth-centralpartoftheAterafaultsystem.Westudied

theLateQuatemaryactivityoftheYugaminefaultthroughthetrenchingsurvey･

WeexcavatedatrenchacrossthescarpletontheLlterraceatObayashidistrict･SomehumicLayers

andnuvialgravelsareexposedonthetrenchwalls.TheYugaminefaultcutthroughtheselayerstoform

alineardepressiononitsNEside.From thestructuralevidencealongthefaultplaneandangular

unconformity,Werecognizeatleastthreefaultingeventsinthistrench.

Event1:916±28yr.B.P.～ 2871±29yr.B.P.(A.D.1161- B.C.1125)

Wecanfindtheangularunconformitybetweenunit2dandunit2aonthebothwalls.Thispossibly

showsthatthelasteventoccurredafterthedepositionofunit2d(2871±29yr.B.P.)andbeforethe

depositionofunit2a(916±28yr.B.P.).

Event2:2564±30yr.B.P.～ 4382±32yr.B.P.(B.C.601- B.C.3019)

TheF2faultplanecutabottomofunit3aandtheuppermostterminationofF2faultplaneiscovered

byacolluvium(unitW)whichlocatedmiddlepartofunit3a.Theageofthiscolluvium(unitW)is

constrainedtobeolderthanupperpartofunit3a(datedat2564± 30yr.B.P.),andyoungerthanthe

叩perpartOfunit3b(datedat4382±32yr.B.P.).

Event3:Before9124± 37yr.B.P.(B.C.8269-)

Wecanrevealatleastonefaultingeventsincethedepositionofthegravel(Unit6).Theageofthe

gravelisassumedtobeolderthanthebottomofunit3b(datedat9124±37yr.B.P.).
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